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英国の研究評価 REF2021 の分析（I）:	全体概要	
	

○小林直人、全	 孝梨、滝沢航平、安原幸司	

日本学術振興会ロンドン研究連絡センター	

 
要要旨旨		

	 2021 年に 2 回目の英国の研究評価 REF（Research	Excellence	Framework）が行われ、その結果が 2022

年 5 月に発表された。前回との大きな違いは、研究者全員が研究成果（アウトプット）を提出することが

求められたことだ。その上各人が提出する件数は 2.5 件（前回は 4 件）に減らされたので、質の良い成果

が増えたこともあり「世界をリードする研究成果」である 4＊の割合が 14％増えた。またインパクトや研

究環境においても同様にその伸びが大きい。本論文ではまず全体の特徴を示すとともに、いくつかの分析

結果を報告する。 
	
1. ははじじめめにに		--		RREEFF のの概概要要		

	 REF(Research	Excellence	Framework)はサッチャー政権下の 1986 年に開始された大学研究評価 RAE

（Research	Assessment	Exercise）が 2014 年に REF に名前を変えられて継続しているものであり、2021

年に行われた REF2021 は REF として 2 回目の評価である。REF はイングランド、スコットランド、ウェー

ルズ、北アイルランドの 4 つの高等教育資金助成期間が共同で実施をしている[1,2]。	

	 その目的は従来から（１）研究への公的投資に対する説明責任を示し、投資効果のエビデンスを提示す

ること、（２）大学に関する公開のベンチマーク情報を提供し、評価の基準を確立すること、（３）評価

結果を元に、2022 年〜2023年の大学への研究助成金額を決定し通知すること、であるが、今回はさらに

（４）国の研究の優先順位の戦略的決定のための豊富なエビデンスを提供すること、（５）大学と個々の

研究者に強力なパフォーマンス・インセンティブを与えること、（６）個々の大学内での研究資源割り当

てに利用すること、が付け加えられた。	

	 研究評価は研究成果であるアウトプット、研究の社会的影響などのインパクト、研究環境の３項目で行

われる。アウトプットは論文、著書、制作物、ソフトウェアなどの直接的な研究成果であるが、インパク

トは社会的・経済的・文化的な便益や、環境・健康・生活の質的な便益等として広く定義され、純粋に学

術分野でのインパクトは含まれない。インパクトを生み出すシーズとなったアウトプットは評価期間終了

の 20 年前まで遡ることが可能で

ある。研究環境には評価期間中の

博士号取得者数、総研究収入、イ

ンフラ・設備、研究を支援する良

好な研究環境などが含まれる。

REF2014 では研究のアウトプット

が 65%、インパクトが 20%、研究環

境が 15%の重みづけで評価が行わ

れたが、REF2021 ではアウトプッ

ト 60%、インパクト 25%、研究環境

15%の重みづけで評価が行われた。	

	 研究評価の主要分野（ Main	

Panel）は 4 分野(A:医学、健康お

よび生命科学（以下生命科学と略

記）)、B：物理科学、工学および

数学（以下理工学と略記）、C：社

会科学、D：芸術および人文科学（以

下人文科学と略記）)に分かれてい

る。また基本的な評価単位（UoA;	

アアウウトトププッットト イインンパパククトト 環環境境

4*
独創性、重要性、厳密
性の点で世界をリード
する質

影響範囲と重要性の点
で極めて優れたインパ
クト

活力と持続可能性の観点
から、世界をリードする研
究を生み出し、卓越したイ
ンパクトを可能にする環境

3*
独創性、重要性、厳密
性の点で国際的に優れ
ているが最高水準の卓
越性には及ばない質

影響範囲と重要性の点
で非常に大きなインパ
クト

活力と持続可能性の観点
から、国際的に優れた研
究を生み出し、非常に大
きなインパクトを可能にす
る環境

2* 独創性、重要性、厳密
性の点で国際的に認め
られている質

影響範囲と重要性の点
でかなりのインパクト

活力と持続可能性の観点
から、国際的に認められ
た研究を生み出し、かなり
のインパクトを可能にする
環境

1*
独創性、重要性、厳密
性の点で国内的に認め
られている質

影響範囲と重要性の点
で認識されるが、控え
めなインパクト

活力・持続可能性の観点
から、国内的に認められ
た研究を生み、控えめな
インパクトを生み出す環境

Quality	Profileの定義

表 1. REF におけるクォリティ・プロファイルの定義 
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Unit	of	Assessment）が全部で 34 あり、パネル A には６ユニット、パネル B には６ユニット、パネル C

には 12ユニット、パネル Dには 10ユニットが存在する。REF2014 では全ての UoA の数は 36 であったが、

パネル B のエンジニアリングに関する異なる 4 ユニットを一つに統合したことと、パネル C に新たに

Archaeology（考古学）を加えたことにより、全体として 2ユニットが減ることとなった。	

	 全ての評価は各 UoA のサブ・パネル（評価委員会）におけるピアレビューで行われる。この評価委員は

全て公表をされている。なおパネル A、Bおよび Cに属する 11ユニットでは、アウトプットの評価の際に

被引用データも参考のために利用されていることが明らかにされている。	

	 評価はクォリティ・プロファイルと呼ばれる４段階の評価基準で示されるが、その内容を前頁の表 1

に示す。4＊と 3＊について、アウトプットでは「世界をリードする研究成果」、「国際的に優れている研

究成果」、インパクトでは「極めて優れたインパクト」、「非常に大きなインパクト」、研究環境では「世

界をリードする研究を生み出し、卓越したインパクトを可能にする環境」、「国際的に優れた研究を生み

出し、非常に大きなインパクトを可能にする環境」と定義されている。	

		

22..RREEFF22002211 のの特特徴徴		

	 REF2021 の研究評価対象期間

は 2013年 8月 1日から 2020 年 7

月 31 日までの７年間であり、ア

ウトプットは 2014 年 1 月 1 日か

ら 2020 年 12 月 31 日の間に発表

された研究成果、インパクトは

評価期間中に実現されたもので、

それに寄与した研究が 2000 年 1

月 1 日から 2020 年 12 月 31 日ま

での期間に発表されたものとな

る。また研究環境も評価期間中

に該当するものが有効である。

当初、成果報告書の提出期限が

2020 年 11 月 27 日だったが、

COVID-19 のために 4 ヶ月延期さ

れ 2021 年 3月 31 日になった。	

	 表 2に REF2021 と REF2014
のさまざまな指標の比較を示

すが、今回の最も大きな違い

は成果提出研究者数が前回よりも 46%増えたことである。これは、前回は学部や学科の一部の研究者の

みからの成果提出でよかったものが、今回は全員の研究者（教育だけに携わるものは除く）からの提出が

求められたことによる。一方で、前回は研究者（実際は FTE（Full Time Equivalent: 常勤換算））1 人あ

たり 4 件の研究成果の提出を求められたのに対し、今回はそれが平均 2.5 件（最高 5 件、最低 1 件）の提

出に変更されたので、アウトプット数はむしろ減ることとなった。 
	 なお、インパクト事例研究の提出数も前回と変化があった。REF2014 ではある UoA に提出するインパ

クト事例研究の数は、その大学のその UoA に関連する FTE 数が 15未満では 2 件、その後 FTE が 10 増え

るごとに 1 件づつ追加していく決まりになっていた。REF2021 では FTE 数が 20未満では 2 件で、その後

FTE が 15 増えるごとに 1 件追加して行き、110 を越すと以後 FTE が 50 増えるごとに 1 件追加という決ま

りに変更になった。その結果、ケンブリッジ大学の臨床医学分野（UoA1）のように前回の FTE 数が 192.05
で事例研究提出が 20 件であったのに対して、今回は FTE 数が 364.43 で事例研究提出が 14 件というよう

に逆転現象が起こっている。表 2 でインパクト事例数が REF2021 ではやや減少しているのはそのような

事情によるものである。 
	 今回の最も大きな特徴の一つは、全体のクォリティ・プロファイルの 4*と 3*に該当する割合がそれぞ

れ 41%、43%と前回の 30%、46％から大きく変化したことである。（アウトプットのみでは今回それぞれ

36%、47%で、前回は 22%、50％）。図 1 はアウトプット、インパクト、研究環境のそれぞれのクォリテ

ィ・プロファイル（サブ・プロファイル）の割合の値と全体への寄与を示したものである。全体のプロフ

ァイルはアウトプット、インパクト、研究環境のそれぞれに評価の重み（60％、25％、15%）を乗じて足

REF2021 REF2014

参加⼤学数 157 154

成果提出研究者数 76,132 52,061

成果提出数 1,878 1,911

アウトプット数 185,594 191,150

インパクト事例研究数 6,781 6,975

全体としての4	*の割合 41% (36%) 30%	(22%)

全体としての3*		の割合 43%	(47%) 46%	(50%)

UoA (Unit	of Assessment)	の数 34 36

評価パネル参加者数 900 898

インパクト評価に関わるユーザー数 220 259

REF2021とREF2014の指標の違い

4	*, 3*の ( )内はアウトプットの割合

表 2. REF2021 と REF2014 における各指標の違い 
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し合わせたものである。また下の表には比較

のために REF2014 の値も括弧の中に示して

ある。なお提出成果については FTE 研究者

数の重みづけもなされている。これを見ると

それぞれの評価領域で 4＊が大きく増加して

いることが分かる。その分 3＊の割合が減少

しているが、また 2＊、1＊、UC（Unclassified）
の割合も全て減少しており、全体的に上方に

シフトしている。 
	 特にインパクトと研究環境はそれぞれ 4＊

が前回より４〜5%増えてほぼ 50％であり、

提出された成果の半分が最優秀であるとい

うことを示している。この一つの理由は、前

回初めてインパクトと研究環境の評価が行

われたのに対して、今回は前回の学習効果が

発揮されたということが出来るであろう。た

だしインパクトに関してはその成果は多様

であり、また評価も主観要素が多く含まれる

ことを考えると、どのような成果が最優秀な

のかは、今後も論議を呼ぶことになろう。 
	 それに比べてアウトプットはより客観性が

高いことも含め、4＊が前回より 14％も増加して 36％になったことは注目に値する。確かにこれにより英

国大学の研究力が増加したと解釈できないこともないが、前回に比べて成果提出者数が 1.5倍に増えてい

るのにも関わらず提出成果数が 3％ほど減少していることは、各自が研究成果を良いものに絞って提出し

た結果とも考えられるので、前回との単純な比較は困難であろう。なお今回の改正で成果数の少ない小規

模大学の評価が上がったという報告もあり、一つの改善点と言えるであろう。 
	 	  
33..RREEFF22002211 のの結結果果		

	 REF2021 の結果は本年 2022 年 5 月 12 日に発表された。各大学はウェブサイト上でその大学の誇るべき

成果について詳しく公表を行っ

ている。全体の傾向としては前

述のように今まで評価が高くな

かった小規模大学が評価を上げ

たり、中堅大学でも大幅に順位

を上げた大学がある。その一方

で、オックスフォード大学、ケ

ンブリッジ大学、UCL、インペ

リアル・カレッジ・ロンドンな

どのいわゆるゴールデン・トラ

イアングルの大学は、評価は相

変わらず高いものの、評価に基

づいて配分される研究助成金専

有率は減ることとなった。 
	 表 3 に上位６大学の評価結果

を示す([3]を参考に構成)。GPA 
(Grade Point Average) とは、その

大学の 4*、3*、2*、1*の割合（%）

にそれぞれ 4、3、2、１を乗じ、

それらの和を 100 で割った値で

ある。また研究力（ Research 
Power）とは GPA と FTE 研究者

図 1. 全体への各サブプロファイルの寄与。表の

値は％で、括弧内は REF2014 の値。 
	 （UC は Unclassified の略。） 

4	* 3	* 2	* 1* UC

全体 41	(30) 43	(46) 14	(20) 2	(3) 0	(1)

アウトプット 35.9	(22) 46.8	(50) 15.4	(24) 1.6	(4) 0.3	(1)

インパクト 49.7	(44) 37.5	(40) 10.8	(13) 1.7	(2) 0.3	(1)

研究環境 49.6 (45) 36.9	(40) 11.6	(13) 1.9	(2) 0.0 (0)

各サブ・プロファイルからの寄与

研究環境 アウトプットインパクト

60

50

40

30

20

10

0

%

表 3. 研究力および GPA で示された REF2021 の上位 6 大学の結果 

大大学学名名
UUooAA
のの数数

研研究究力力
順順位位

研研究究力力
GGPPAA
順順位位

GGPPAA
GGPPAA
2014
順順位位

GGPPAA
22001144

オックスフォード大学 31 1 1,000 7 3.49 4 3.34

UCL 32 2 935 6 3.50 8 3.22

ケンブリッジ大学 30 3 846 3 3.53 5 3.33

エディンバラ大学 28 4 737 15 3.42 11 3.18

マンチェスター大学 31 5 620 8 3.47 17 3.16

キングス・カレッジ・ロンドン 25 6 547 9 3.46 7 3.23
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数の積（1位のオックスフォード大学の GPA と FTE 数 3404.62 の積の値を 1,000 として正規化）である。

この結果を見ると、研究力に関してはオックスフォード大学、UCL、ケンブリッジ大学などのように大規

模でかつ GPA が高い大学が上位を占めていることが分かる。ただし GPA だけに着目すると、Imperial 
College London（研究力 9位）が第 1位で、London School of Economics and Political Science（LSE）（研究

力 33位）が第 3位であるなど中規模、小規模大学が上位に入っている。また特にマンチェスター大学は

GPA の順位を REF2014 に比べてかなり（17位→8位）上げており、健闘の結果が良く現れている。 
表４には４分野における大学の

FTE 数の順位と全体評価のクオ

リティ・プロファイル 4*の割合

を示す[[44]]。その下の赤字は両者

の積で研究力に似た指標（これを

Value と呼ぶ）を表す。（ここで

は 4*の成果の割合が 50％未満の 
大学は除外）これによるとオック

スフォード大学が多くの分野で

Value の値が大きく、研究力が高

いことが分かる。またエンジニア

リング分野では、インペリアル・

カレッジ・ロンドンが圧倒的な研

究力の高さを示していることが

わかる。なお表では示していない

が、「計算科学および情報学」の

分野でエディンバラ大学が、FTE
数が 144.0 で 4*の成果の割合が

76%（Value 値＝109）と 2 位の

UCL（Value 値＝77）を引き離し

て高い研究力を示している。 
 
44..		おおわわりりにに		

	 REF については、最初の RAE 実施（1986 年）から、35 年以上が経過しており、すでに研究評価として

定着していると言えよう。さらに、上述したように評価方法の不断の改善を行っていることは高く評価す

べきであろう。特に政府筋では、助成金配分、説明責任、大学の社会的責任等の REF の目的は概ね達成さ

れていると評価されている。また、大学当局は REF を活用して大学の収入増加、名声の向上、改革推進、

優秀な研究者の招へい・確保等へ積極的に活用する動きが見られる。色々賛否はあるが、REF が英国大学

の研究水準向上に一定の効果を発揮していることは確実であろう。 
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表 4. 4 研究分野における大学の FTE 数の順位と 4*指標の割

合。その下の赤字は両者の積で研究力に似た指標を表す。 

1位 2位 3位 4位
臨床医学 オックスフォード

大学
インペリアル・
カレッジ・ロンドン

ケンブリッジ大学 エディンバラ大学

498.0	 59% 438.9								60% 363.4								70% 357.1 54%

294 264 255 193

エンジニア
リング

インペリアル・
カレッジ・ロンドン

マンチェスター
大学

サウザンプトン
大学

シェフィールド
大学

420.0								75% 311.3								52% 261.4								61% 258.5								57%

315 162 159 147

経済学 オックスフォード
大学

ウォーウィック
大学

ロンドン・スクール・
オブ・エコノミクス

ケンブリッジ大学

83.87								51% 55.15									69% 54.6										75% 48.0											59%

43 38 41 28

歴史学 オックスフォード
大学

キングス・
カレッジ・ロンドン

グラスゴー大学 エクセター大学

172.8									53% 84.3											55% 63.5										53% 60.1											58%

92 46 34 35
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